
会 議 結 果 概 要 書 
 

 

士別市議会基本条例第 10 条第３項の規定に基づき、次のとおりその会議結果について概要

を公開いたします。 

 

平成 25 年５月 23 日  

士別市議会議長 神 田 壽 昭  

 

記 

 

委員会等の名称 環境施設検討特別委員会 

開 催 実 施 日 時 平成 25 年５月 23 日（金） 午前９時～午前 10時 30 分 

開 催 場 所 士別市議会委員会室 

会 議 議 題 等 

１．（仮称）環境センターについて 

（1）最終処分場及びマテリアルリサイクル施設の基本計画の概要について 

（2）最終処分場の総合評価に係る評価選定委員会の設置について 

２．低炭素むらづくりモデル事業について 

（1）堆肥化施設の稼働状況について 

 

委 員 名 

代表者 ◎ 

出席者 ○ 

欠席者 × 

１ 斉 藤   昇  

２ 丹   正 臣  

３ 菅 原 清一郎  

４ 十 河 剛 志  

５ 国 忠 崇 史  

６ 谷 口 隆 德  

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

７ 出 合 孝 司  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

出 席 説 明 員 

牧野市長、相山副市長、大崎市民部

長、林経済部長、法邑市民部次長、

金経済部次長、千葉環境生活課長、

遠藤環境生活課主幹、市橋環境生活

課主査、上川畜産林務課主査 

議会事務局 

石川事務局長、岡崎主幹 

会 議 概 要 

１．（仮称）環境センターについて 

（1）最終処分場及びマテリアルリサイクル施設の基本計画の概要について 

   全体行程、全体計画、施設配置計画等の説明を受けた。最終処分場 

のタイプについてはクローズ型とし、埋立区画数は建設費・維持管 

理費が優位な一括タイプ（一区画）として計画を進める。 

（2）最終処分場の総合評価に係る評価選定委員会の設置について 

   事業者選定スケジュール、最終処分場実施方針の説明を受けた。 

２．低炭素むらづくりモデル事業について 

（1）堆肥化施設の稼働状況について 

   ４月までの受け入れ状況 

   家庭系生ごみ 8.6ｔ、事業系生ごみ（先行収集）27.7ｔ、下水汚泥          

82.7ｔ、野菜残渣 0.0ｔ、雑木 0.6ｔ、合計 119.6ｔ 

   今後の運営 

７月１日～ 事業系生ごみ受け入れ（全事業所） 

10 月１日～ 家庭系生ごみ受け入れ（全市） 

 


